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10 .~BHC文献の抄鼓.
一′

我々は先に叩 0に関する文献を抄改暦介LLたが,辛)

滋に其の後発衣せ6れた研究を媒銀するに婆って先づそ

,の主なものについて帽串にその内容を紹介する｡緒本籍 /

ほ化学開脚 轡 り生物学関係は省略Lf;O;

製造法に関しては反艇に当って.CCh専?溶媒を用しこ

る特許が≡件発衣された C28,30,.32)o又不透明な熔

融 y1)カ割の反感塔内で完化した txnzcneと塩素とを少 一

･~~丘の水及び財 触 媒 (窒素の酸イ由 の如きもの)鏑 在 ノ

で反感させる方法も見られた J(13)O_不透明熔姐･y･リカ

･を用いたの柱 a-及び β･BEOの生成を助ける紫外線 ._

を避けるか あると云う｡又暗所に於ICtXnZeneに塩素 .

を溶解せしめこの溶液を石英管中に掛 ､七そこで水銀燈 ~,

.で照射反感させるO.この溶液は循窮させセ塩素の溶解と

反歴とを繰返しBIOがある濃庇迄生成すれば反庶物を /＼

･取出しb&zeneを溜去する方法(前文献集323*')もあ考｡メ

又 ben.zene を薄膜状に流下しこれと塩素とを交流反感

-させる方準を簡単に実施す早戸法れて鹿 野の連球状一一

'反感管を用いて行った突放或横も発表された(45)a,BfⅠ :
､-Oの製造た阜-3て 7:体の牧丘を高める方法としてに塩

_素化の際に tm五eneに少臥 diphenyldiBultJfide, di溢 -

野Id享Bulfide等を混合反感させる方法(9),或は chloro-

i6rm 等の多塩素化脂肪属化合物を用し'､る方法 (40)か

*_防虫科臥 1124--,9(19･19)

*事 前帥 ま内容が不明で声ったが今回須賀慈七氏の御

犀忠に依り詳細を知り得たので琴た紹介したO.鼓
に貌欠氏に厚く感謝の意を表する.- ′

E.沢田昌之 山本有琵

碇袈されて居る,Ⅰ3ⅡOの特異な臭は各方面で可成り関

田とたって｣､るが,･これに関しては溶媒を使用して精判

する方法(6),◆及び水議完蒸溜又は酸化剤に依 る晩兵 法 '

(8,39)が提案されて居るO .

BHC中の γ:･体の定立についてlち其後赤外粒スベ ク

｢-トルに依る方法とポーラログラフに依る方法とについて

槍革されて居る.葬外敵 では混在する他の物質に依る一

影響を避ける馬に重水素か卑なる 'lBEO (deuteio ･/

g_a- abきnzeneh/ex'achloride)の純晶の一定量を試料に -

加べ,その混合物から再結晶に依ってγ･BE0を単離L:

-そ0'赤外線スペクトルカ:ら普通の γ･BflottD･γ二IIE

ob比率を求め,̀初め加へた p-γ･BzIOの丘から計算.･L.

して試料中の､γ:如 O-の良を知る方法 (･12)-が発表さ∴-

れたOポーラt2グラフ法でも 7-BflC以外の物質の抄

一撃を敵意しそれ等の夢響を避けて正確に定足する矧 こ昭 一

野液,湿度函 こ対して新しい規定が提案された(23)o I _

れ等 7-BtIOの定量に影響を及拝す物質就中別反鮎 生～

成物については製造標件を考える際にも問跡 こなるが,

γ･及び α-B王ICが塩素の作用に依って容易に heptLL及

び 伽ふhlorこ,CicloI瓜aneになる串が離 籍された (17' -

p/22)｡叉 oE･及び7-heptachloro町Cloheェanoが夫々ポーラ

.'Fj 7波を示す執 槻 臼された く25,38)._ ノ̀

予 B耶 鹿 体及び - hlorocyclohcpn･3のアルカ!

1)I手対する挙動に?いても発表され (24･25･37)γ~及

I-び古収 ICにつ岬 よそのアル中少に依る分解中間生威4bJ

_である p9叫 lorocy占loもexer･e (cqTTSC15) も畢嘩 認
ノ
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された･(e4)｡ 訳性休の化学構法に閑し七は督異性体の

赤外硯スペクトル及びラマyスペクトルの測定畠;行われ ､

-その相見から若干の推定がなされたが (21),V加Vloten一

時はⅩ娘廻折のデータから γ･,HICは椅子塾の炭素現に

対 し≡ケの和隣る塩素原子抹 p-型に結合し他はe型に

.杷合して居ると結諭し,mfBOこino8itol空疫 否rtjEL又従来

云われて居た p型の_r-ケの現累原子は tncta位にあり

得ないと云 う詮をく?がえし,従って異性体の数は6ケ､･

.に限定されないと云う,(4,由)oBEIC異性体の物理厄

一数申請束圧の測定がなされその結果から理論的融点及び

昇華温度が計許された(1)O又γ･HCの赤外線吸収スベ

ク トイレの測定も行われた一(ll)が,何れも従如 蘭 と多

少典る点のある部が絶摘されて居る｡更に7HC各異性

二体 はTiDTとFq.らて熱 (1200迄)及び糊イオンに対して -

安定であると報ぜられて居る .(15)｡ ハ
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∴.非金属稀釈剤は五つに大別することが出来る｡ク

t/r (clay),滑石 (talc)1-yリカ撹 (6ilicaB),石

衣製品及び其他の稀釈剤である占此の最後の部掛こl
屈するものに有効成分として用いられる硫 安があ＼

FJヽ･その他特殊な目的に使用される石膏'胡桃殻･

オ1)-ブ油柏等があるO
クレー靭 (chyり ほ更に分叛すると, カオ.iy

(Kaoin),フラースアース恕 (Tuller8earthtyか).

IY トj-イ ト (h tnite)及碓となり-,此等の化学

､約及物理的特性を約一表に示す.

1/ ゝ Aタルク矧 ま鉱物学及物理学の上から五つの一般型

･にii類出来るo即を繊維質 (fibrot娼)･鱗片状 (la-

mellar),結晶質 (Crystalline),石鹸石 (60aP如ne)

:L及ピロブイライト(pyrophyllite)であるO タルク

矧 ま一般に非常に安定で,pfL債が広範軌 こ変化し

ノても出来た粉剤には本質的に問題にならない｡使用

盲れ{.L､るタルク規を第二表に志すoII:
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